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説明書の作成方法

1. 対象者として選ばれた理由（適格基準参照）を説明する．

2．研究の具体的な内容を書面で作成し，説明する．
・できる限り専門用語を使用せず，分かりやすい用語で記載する．
・文章だけでなく，写真やイラスト等で視覚的に分かりやすくまとめる．

3．研究に関しては，選択権があることを伝える．
・研究は決して強制してはいけない．
・研究の同意については，猶予期間の権限を与える．
・研究の途中で，撤回しても不利益が生じないことを伝える．

4．プライバシーが保護されていることを伝える．

5．相談窓口も明記しておく．



説明書の作成方法

どういう研究かを簡単に記載する．

1．この研究の背景・目的とあなたの病気との関係について

2．本研究の方法

評価項目と訓練期間を記載する．

各評価項目の説明を記載する．



説明書の作成方法
2．本研究の方法

方法については，写真やイラストで
提示するほうが望ましい．



説明書の作成方法
2．本研究の方法

方法については，写真やイラストで
提示するほうが望ましい．
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3．研究結果の患者様への開示及び知的財産権について

有用な情報が得られた場合は，
対象者にも伝える．

4．情報公開について（プライバシーの保護）

5．本研究の科学的・倫理的妥当性

プライバシーの保護されていること
を説明する．

倫理審査委員会の承認を受けている
ことを提示する．
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6．本研究に参加した場合の身体的・経済的負担について

診療範囲内であり，
身体的・精神的負担がないことを
説明する．

7．本研究への参加・辞退について

8．担当セラピストへの連絡

研究への参加・辞退について説明す
る．

担当セラピストへの連絡先を伝えて
おく．


